
真新しい色鮮やかな振袖やスーツに身を包み

新成人４０名が、この苫前町からスタートをきった

この晴れ舞台で、大人の自覚を胸に

一人ひとりが、その決意とメッセージを会場内に響きわたらせ、

とてもまぶしく輝きを魅せていた

これからの人生を自らの力で切り拓いていくことでしょう！
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町
教
育
委
員
会
の
岡
田
教
育
委
員

長
は
式
辞
で
「
自
覚
と
責
任
、
義
務

と
権
利
、
し
っ
か
り
と
し
た
心
構
え

で
自
ら
の
道
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ

い
。」
と
新
成
人
の
船
出
を
祝
っ
た
。

続
い
て
、
古
林
佑
介
君
と
高
尾
智

春
さ
ん
が
「
成
人
と
し
て
の
責
任
あ

る
行
動
の
も
と
に
明
日
の
郷
土
を
築

く
担
い
手
と
し
て
、
町
の
発
展
の
た

め
努
力
し
ま
す
。」と
力
強
く
宣
誓
し
、

来
賓
の
森
町
長
、
星
野
町
議
会
議
長

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

一
月
十
一
日
午
後
一
時
、
苫
前
町

公
民
館
に
お
い
て
平
成
十
六
年
「
苫

前
町
成
人
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
新
成

人
四
十
名
が
出
席
し
、
来
賓
や
父
母

ら
約
八
十
名
が
見
守
る
中
、
一
人
一

人
が
成
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

式
典
は
、
新
成
人
が
真
新
し
い
ス

ー
ツ
や
紋
付
袴
、
華
や
か
な
振
袖
に

身
を
包
み
「
人
の
目
標
と
な
る
大
人

と
な
り
た
い
。」、「
救
急
救
命
士
と
し

て
よ
り
多
く
の
人
を
助
け
た
い
。」、

「
国
家
試
験
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

な
ど
一
人
一
人
が
抱
負
を
語
り
ス
テ

ー
ジ
中
央
か
ら
入
場
。

新
成
人
の
意
見
発
表
で
は
、
伊
藤

恒
平
君
と
伊
藤
綾
さ
ん
が
力
強
く
将

来
へ
の
夢
や
希
望
、
決
意
を
発
表
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

た
。
ま
た
、
今
回
の
新
成
人
が
生
ま

れ
た
当
時
の
「
社
会
や
苫
前
町
で
の

出
来
事
」
を
ビ
デ
オ
上
映
し
、
参
列

し
た
父
母
ら
も
そ
の
当
時
を
思
い
起

こ
し
て
い
た
。
式
典
は
、
集
合
記
念

撮
影
を
行
い
、
成
人
式
の
節
目
を
締

め
く
く
っ
た
。

平成16年 苫前町成人式 

平
成
十
六
年
度
の
町
内
新
入
学
予

定
者
は
、
苫
前
小
学
校
で
十
五
人
、

古
丹
別
小
学
校
で
二
十
二
人
の
計
三

十
七
人
（
平
成
十
五
年
十
月
一
日
現

在
）
で
す
。

次
に
記
載
す
る
入
学
予
定
者
以
外

で
苫
前
町
に
在
住
（
転
入
）
す
る
該

当
者
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
町
教

育
委
員
会
管
理
課
学
校
管
理
係
（
電

話
４
ー
２
２
１
１
内
線
２
１
７
）
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（

）
内
は
保
護
者

苫
前
小
学
校

▼
苫
前
　
小
島
龍
（
正
）、
成
川
霞

（
ち
は
る
）、
高
田
里
帆
（
和
彦
）、
田

中
稜
太
（
光
子
）、
岸
仁
美
（
洋
司
）、

加
藤
明
日
香
（
孝
幸
）、
川
村
徹
（
高
）、

檜
谷
祥
貴
（
哲
也
）

▼
旭
　
森
麻
浦
（
雅
幸
）、
旭
一
向

（
正
依
）、
森
い
つ
き
（
哲
也
）、
赤
坂

雅
也
（
美
香
）、
小
林
太
郎
（
勝
也
）

▼
昭
和
　
芳
賀
史
織
（
伸
一
）

▼
興
津
　
川
村
旬
輝
（
浩
一
）

古
丹
別
小
学
校

▼
古
丹
別
　
加
藤
な
な
み
（
哲
雄
）、

平
井
悠
斗
（
幸
喜
）、
岩
田
稜
加
（
竜

介
）、
石
川
諒
（
祐
紀
）、
成
田
汐
里

（
善
史
）、
齋
藤
な
な
み
（
卓
）、
真
田

知
奈
美
（
博
幸
）、
久
保
杏
奈
（
孝
）、

佐
々
木
翼
（
敦
）、
黒
田
愛
梨
（
一
幸
）、

福
田
怜
也
（
智
仁
）、
江
島
朋
香
（
一

昭
）、
川
村
佑
馬
（
和
彦
）、
中
村
昂

太
郎
（
達
也
）、
加
納
真
夕
（
喜
久
雄
）

▼
香
川
　
鴨
田
祥
宏
（
誠
）、
田
口
紗

衣
（
紀
）

▼
九
重
　
尾
泉
拓
（
義
博
）

▼
岩
見
　
中
嶋
良
紀
（
和
浩
）、
丹
羽

剛
喜
（
秀
樹
）

▼
東
川
　
合
田
昇
平
（
博
光
）

▼
小
川
　
村
上
葵
（
親
之
）

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町理事者並びに町議会議長らと恒例の記念撮影をする新成人40名

成人宣誓を行う古林佑介君と高尾智春さん意見発表を行う伊藤恒平君

意見発表を行う伊藤綾さん

町
内
二
小
学
校
で
三
十
七
人
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一
月
二
十
日
羽
幌
町
役
場
に
お
い

て
留
萌
中
部
地
域
振
興
協
議
会
行
政

懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
三
町
村
の
町

村
長
並
び
に
議
会
議
長
が
出
席
し
、

合
併
す
る
と
し
た
場
合
の
姿
を
具
体

的
に
検
討
す
る
た
め
、
三
月
一
日
ま

で
に
留
萌
中
部
三
町
村
任
意
合
併
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

協
議
会
の
委
員
は
、
町
村
長
、
議

会
議
長
、
助
役
又
は
町
村
長
が
指
定

す
る
職
員
各
一
名
、
議
会
議
員
各
町

村
四
名
、
学
識
経
験
者
（
民
間
）
各

町
村
六
名
の
計
三
十
九
名
で
構
成
さ

れ
、
学
識
経
験
者
各
六
名
の
選
考
に

つ
い
て
は
各
町
村
に
任
さ
れ
て
い
る
。

ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
協
議
項
目
の
中
で

い
か
に
分
散
型
の
地
域
振
興
策
を
ど

う
盛
り
込
ん
で
い
け
る
の
か
が
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局
体
制
は
各
町
村
職

員
計
七
名
（
苫
前
二
名
、
羽
幌
三
名
、

初
山
別
二
名
）
で
、
二
月
か
ら
準
備

作
業
に
あ
た
る
。

こ
の
協
議
会
で
の
協
議
項
目
は
、

合
併
す
る
と
し
た
場
合
の
方
式
や
期

日
、
新
町
の
名
称
な
ど
の
基
本
的
な

事
項
や
新
町
の
将
来
構
想
及
び
建
設

計
画
、
議
会
議
員
等
の
定
数
や
任
期

の
取
扱
い
、
特
別
職
・
一
般
職
の
身

分
、
条
例
・
規
則
・
手
数
料
等
の
取

扱
い
、
町
名
字
名
、
補
助
金
等
の
取

扱
い
な
ど
二
十
五
項
目
と
多
岐
に
わ

た
り
、
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
特

例
法
期
限
ま
で
の
結
論
が
求
め
ら
れ

古丹別市街地区を含めその周辺地区の住民の
方々への利便性を図るため、古丹別支所の前身と
なる役場事務取扱出張所が、現在の町民広場南側
に昭和21年に設置され、その翌年名称を「苫前
町役場古丹別支所」と変更し、昭和55年児童会
館を増設して、事務所を移転。現在に至っており
ます。
町では、町民の皆様からの多様なニーズに応え
るため、現在の行政組織をスリム化し、より効果
的な行政サービスを提供するための行政改革の一
環として、古丹別支所を４月12日（月）より公
民館へ移転することとし、公民館事務室の中に置
くこととしましたので、お知らせします。
なお、古丹別支所で取り扱う事務については、
住民票･戸籍謄抄本・印鑑登録証明書等の交付、
税金や各種手数料･使用料等の収納、火葬許可証
の交付、国民年金･国民健康保険に係る届書の受
理、町営住宅の入居管理など現在と変わりません。

古丹別支所移転のお知らせ
4月12日から公民館へ
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平
成
十
六
年
度
の
検
察
審
査
員

候
補
者
と
し
て
、
苫
前
町
か
ら
三

十
三
名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
任
方
法
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に

「
く
じ
」
で
候
補
者
を
選
ん
だ
も
の

で
、
そ
の
後
さ
ら
に
、
こ
の
候
補

者
の
中
か
ら
検
察
審
査
員
事
務
局

が
再
度
「
く
じ
」
を
行
っ
て
検
察

審
査
委
員
を
決
定
し
ま
す
。

同
審
査
員
の
仕
事
と
は
、
検
察

官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱

い
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
し
た
り
、
検
察
庁
の
仕
事
全
般

に
つ
い
て
、
改
め
る
べ
き
点
が
あ

る
か
ど
う
か
を
検
事
正
に
伝
え
た

り
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
各
群
ご
と
に
六
ヶ
月
と

な
り
ま
す
。

◆
第
一
群
（
任
期
二
月
一
日
〜
七

月
三
十
一
日
）

小
林
修
、
照
井
美
和
（
力
昼
）

工
藤
あ
け
み
（
苫
前
）
天
谷
勝
史
、

小
泉
孝
司
（
旭
）
伊
藤
京
子
、
菊

池
千
加
子
、
和
野
美
紀
（
古
丹
別
）

◆
第
二
群
（
任
期
五
月
一
日
〜
十

月
三
十
一
日
）

西
田
充
（
苫
前
）
山
本
晃
生

（
昭
和
）
奥
山
和
彦
、
佐
藤
秀
子
、

齋
藤
浩
美
、
服
部
勝
恵
、
宮
本
十

九
子
（
古
丹
別
）
向
野
博
（
九
重
）

大
橋
美
奈
子
（
小
川
）

◆
第
三
群
（
任
期
八
月
一
日
〜
一

月
三
十
一
日
）

福
井
忠
義
（
苫
前
）
賀
川
喬
、

萩
原
孝
子
（
旭
）
伊
藤
恭
一
、
齋

藤
妃
香
里
、
西
麻
衣
子
、
福
原
好

美
、
吉
田
忍
（
古
丹
別
）

◆
第
四
群
（
任
期
十
一
月
一
日
〜

四
月
三
十
一
日
）

高
畠
宏
（
苫
前
）
水
谷
靖
、
水

谷
干
城
（
長
島
）
丹
羽
善
弘
、
堀

田
睦
子
、
山
田
絵
里
（
古
丹
別
）

倉
田
靖
子
（
九
重
）
山
本
繁
（
東

川
）

歳末義援金並びに図書寄贈

苫前町ライオンズクラブ（笹原進会
長）は12月15日歳末助け合いパーティ
席上で、例年実施している社会福祉協
議会への歳末義援金５万円と公民館図
書室でのライオンズクラブ文庫として
５万円を寄贈された。
図書寄贈を受けた廣瀬教育長は「ライオンズク

ラブ文庫も21年目を迎え、蔵書も千冊に到達し、
新刊図書の整備により、利用者ニーズに応えるこ
とができます。」とお礼を述べていた。

苫前町商工会青年部（西
大志部長）が夏のホースト
レッキング事業が認められ、
全国商工会連合会会長表彰
（優良青年部)を受賞しまし
た。表彰は、昨年11月26日
東京都で開催された第43回
商工会全国大会席上で発表
され、表彰状が伝達された
もので、昨年５月の北海道
商工会青年部連合会表彰に

引き続きの受賞で、同表彰は管内で初めてのもの。
西部長は「全国で認められたことは、嬉しく張り
合いになります。今後も町の振興につながるよう
な事業を目指し展開していきたい。」と喜びを語
ってくれた。ホーストレッキング事業も今年で３
年目を向かえ、更なるバージョンアップを検討し
ているようです。

苫
前
町
高
齢
者
事
業
団
（
会
長
鎌

田
信
夫
＝
会
員
七
十
五
名
）
が
一
月

二
十
六
日
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ

と
」
に
お
い
て
新
年
交
流
会
を
開
催

し
、
そ
の
席
上
、
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
（
理
事
長
大
西
健
介
＝
東

京
都
港
区
）
よ
り
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
。

同
事
業
団
は
、
働
く
意
欲
を
持
っ

て
い
る
高
齢
者
の
経
験
と
能
力
を
活

か
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
四
年
に
結
成
。
平
成

十
一
年
よ
り
町
か
ら
管
理
委
託
を
受

け
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
場
等
や
市
街
地

清
掃
で
の
ゴ
ミ
に
混
入
し
て
い
る
ア

ル
ミ
缶
を
会
員
が
一
つ
一
つ
洗
浄
し
、

留
萌
市
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
（
東
北
建
設
株
式
会
社 アルミ缶リサイクル協会より表彰される鎌田会長

平
成
十
六
年
度

検
察
審
査
員
候
補
者
決
定

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

歳
末
助
け
合
い
パ
ー
テ
ィ

＝
菊
池
浩
取
締
役
社
長
）
に
よ
り
搬

出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
取
り
組

ん
で
い
る
。

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
収
益
金
は
、
福

祉
用
具
整
備
基
金
と
し
て
積
み
立
て

ら
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
の

寄
附
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
交
流
会
で
は
独
居
老

人
宅
へ
の
声
掛
け
運
動
と
新
入
学
児

童
へ
の
交
通
安
全
呼
び
か
け
の
啓
発

物
品
と
し
て
の
「
ひ
ょ
う
た
ん
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
」
も
行
わ
れ
、「
ま
だ

ま
だ
、
若
い
者
に
は
負
け
ま
せ
ん
。」

と
張
り
き
っ
て
い
た
。



苫
前
町
消
防
団
出
初
式

苫
前
救
難
所
出
初
式

苫
前
町
消
防
団
出
初
式

苫
前
救
難
所
出
初
式

一
月
六
日
午
前
十
一
時
、
日
本
水
難
救
済
会
苫

前
救
難
所
（
小
野
善
市
所
長
、
所
員
四
十
四
名
）

所
員
二
十
名
が
苫
前
漁
港
で
、
町
長
を
は
じ
め
町

議
会
議
員
、
留
萌
海
上
保
安
部
、
漁
協
関
係
者
な

ど
二
十
名
が
参
列
の
も
と
、
出
初
式
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
救
助
活
動
の
一
環
に
よ
る
迫
力
あ
る

「
救
命
索
発
射
訓
練
」（
も
や
い
銃
の
実
演
）
が
行

わ
れ
た
後
、
北
る
も
い
漁
協
苫
前
支
所
を
会
場
に

式
典
が
進
め
ら
れ
た
。
式
典
で
は
、
小
野
所
長
よ

り
「
海
難
事
故
・
人
身
事
故
も
な
く
年
を
越
せ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
更
な
る
訓
練
・
事
故
防
止
に
努

め
た
い
。」
と
喚
起
を
促
し
て
い
た
。

当
救
難
所
で
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
に
無

事
故
５
０
０
０
日
を
達
成
し
て
い
る
。

救命索発射訓練（もやい銃の実演）を行う所員

一
月
五
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
苫
前
町
消
防

団
（
小
倉
哲
志
団
長
）
が
、
苫
前
支
署
前
及
び
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
出
初
式
を
挙
行
し
た
。

屋
外
式
で
は
、
団
員
五
十
七
名
の
ほ
か
町
長
、

町
議
会
議
員
、
町
内
会
長
、
警
察
署
や
各
団
体
長

な
ど
約
三
十
名
が
列
席
し
、
人
員
報
告
、
服
装
点

検
、
閲
団
な
ど
を
行
い
、
屋
内
式
会
場
（
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
ま
で
苫
前
市
街
地
の
パ
レ
ー
ド
行
進
を

行
っ
た
。

ま
た
、
屋
内
式
で
は
、
森
町
長
か
ら
「
防
火
意

識
を
高
め
、
災
害
の
無
い
一
年
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
永
年
勤
続
者
へ
の
北
海
道

知
事
や
消
防
協
会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
、
災
害
ゼ
ロ
を
新
た
に
誓
い
合
っ
た
。

服装検査を行う小倉団長や森町長など

● ●

当組合では、新年を迎え道内各地で焼
死者火災が発生している現状から、組合
管内の住民一人一人に火災の恐ろしさを
認識していただくとともに、出火の絶無
と火災による死傷者の発生を未然に防止
することを目的として、組合独自の焼死
者事故防止運動を実施しております。

期間中、独居老人住宅、身体
不自由者住宅の避難口確保のた
め除雪等を消防職員、団員で実
施しますので、希望される方は
消防古丹別支署若しくは、消防
苫前支署へ連絡願います。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

避難しやすい場所に寝室を。

ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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パーソナリティの白井貴子さん来町
TBSラジオ環境キャンペーン

ＴＢＳラジオで
は、環境をテーマ
に１月25日２時間
「地球の省エネ」
について放送。風
力発電の先進地で
ある苫前町が取り
上げられ、当町の

取り組みについて森町長が、この番組のパーソナリテ
ィである白井貴子さんから昨年12月15日にインタビ
ューを受けた。
白井さんは、ＮＨＫ「ひるどき日本列島」のレポー
ターとしても活躍。このキャンペーンのイメージソン
グ「美しい地球」を発売。苫前町の印象を「北海道の
大自然にあの風車が溶け込んでいて、これからの21世
紀にとてもマッチしていますね！」と語ってくれた。
この放送が北海道で流れていないのが残念でした。

新
春
恒
例
の
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大

会
は
、
一
月
十
一
日
町
子
ど
も
会
カ

ル
タ
大
会
と
、
同
月
十
八
日
の
中
部

三
町
村
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会
が
二

週
に
わ
た
っ
て
町
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
両
大
会
と
も
に
、
小
、
中
学
生

の
両
部
門
で
苫
前
Ａ
チ
ー
ム
が
激
戦

の
う
え
優
勝
を
飾
っ
た
。

町
内
大
会
は
、
出
場
チ
ー
ム
が
小

中
学
生
と
も
に
三
チ
ー
ム
と
少
な
か

っ
た
が
、
昨
年
小
学
生
の
チ
ー
ム
が

全
道
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
レ
ベ
ル
は
高
く
、
出
場
チ
ー
ム

全
て
が
中
部
大
会
へ
出
場
。

一
方
、
中
部
大
会
で
は
、
小
学
生

の
部
十
一
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
六

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
繰
り
広
げ
ら
れ

る
熱
戦
に
応
援
す
る
父
母
ら
も
手
に

汗
を
握
り
、
一
喜
一
憂
す
る
試
合
展

開
を
見
守
っ
て
い
た
。

大
会
は
、
中
学
生
の
部
を
苫
前
Ａ

チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
利
し
、

小
学
生
の
部
で
は
決
勝
で
初
山
別
Ａ

と
の
接
戦
を
僅
差
で
勝
利
し
た
苫
前

Ａ
が
優
勝
。
苫
前
町
出
場
チ
ー
ム
で

の
両
部
門
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
は
五
年
連

続
で
、
小
学
生
の
部
は
十

三
年
連
続
で
あ
り
、
優
勝

の
両
チ
ー
ム
は
二
月
二
十

九
日
札
幌
定
山
渓
で
の
全

道
大
会
に
出
場
す
る
。

な
お
、
町
内
大
会
開
会

式
に
お
い
て
、
苫
前
町
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

西
川
幸
俊
会
長
か
ら
長
年

子
ど
も
会
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
育
成
者
等
の
表
彰
を

実
施
。
藤
田
憲
二
さ
ん
、

三
輪
重
人
さ
ん
、
堀
美
和

子
さ
ん
＝
古
丹
別
、
三
國

あ
つ
子
さ
ん
＝
苫
前
、
苫

前
北
斗
カ
ル
タ
倶
楽
部
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

☆
町
子
ど
も
会
対
抗
〜
一
月
十
一
日

▽
小
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
長
澤

圭
宏
、
川
村
彰
、
五
十
嵐
雄
大
）
②

古
丹
別
Ａ
（
向
野
信
哉
、
西
川
将
也
、

丹
羽
太
貴
）
③
苫
前
Ｂ
（
星
野
幸
太
、

大
沼
昇
平
、
五
十
嵐
大
空
）

▽
中
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
瀬
川

貴
士
、
籾
山
隼
人
、
籾
山
憂
気
）
②

苫
前
Ｂ
（
瀬
川
久
美
子
、
星
野
く
る

み
、
小
澤
春
菜
）
③
川
添
（
鈴
木
文

弥
、
東
谷
宗
光
、
相
馬
健
太
郎
）

☆
中
部
三
町
村
〜
一
月
十
八
日

▽
小
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
長
澤

圭
宏
、
川
村
彰
、
五
十
嵐
雄
大
）
②

初
山
別
Ａ
③
初
山
別
Ｄ

▽
中
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
瀬
川

貴
士
、
籾
山
隼
人
、
籾
山
憂
気
）
②

苫
前
Ｃ
（
鈴
木
文
弥
、
東
谷
宗
光
、

相
馬
健
太
郎
）
③
焼
尻

優勝を飾った両苫前Ａチーム（左前から長澤くん、川村くん、五
十嵐くん、後列左から籾山憂気くん、瀬川くん、籾山隼人くん）

苫
前
Ａ
両
チ
ー
ム
が
全
道
大
会
へ 

小
学
生
の
部 

中
学
生
の
部 

１月９日公民館図書室サポーターの安達登さんと英
語指導助手のジャレット（アメリカ)さんが講師となり、
日頃から図書室を利用している児童が、アメリカ絵本
に出てくる３段の「雪だるま」づくりを通してし異文
化とのふれあいを体験。
完成後は、アメリカ家庭でホームパーティなどで飲
まれているジャレットさんお手製の「エッグノック」

で乾杯していた。
この｢エッグノッ
ク」は、卵の黄身
とミルクを混ぜ合
わせ、バニラ・シ
ナモン・ラムエキ
スなどが入ってい
て、子ども達も
「とっても、おいし
い」と喜んでいた。
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社会教育課からのお知らせ

～参加者を募集してます！たくさんのご来場お待ちしております！～

◇開催日時 ２月２２日（日) ◇開催場所　

○受　付　　午前9時00分より　　とままえ温泉「ふわっと」
○開会式　　午前9時30分より

◇参加部門 ①親子の部（小学校入学前の親子） ②小学１･２年生の部
③小学３・４年生の部　　　　　　　④小学５･６年生の部
⑤中学生の部　　　　　　　　　　　⑥高校・一般の部
⑦大凧の部（面積２㎡以上の凧） ⑧連凧の部

◇申し込み 参加を希望される方は、２月１３日までに苫前町凧あげ大会
実行委員会事務局（苫前町公民館）へ申し込んでください。

◇そ の 他 大会当日は「アトラクション｣や「景品入りもちまき」、「出店
コーナー」なども予定しておりますので、皆さんお誘い合わせ
のうえご来場ください。

～参加チーム募集してます～

◇開催日時 ２月２９日（日)
開会式　午前9時15分より

◇開催場所 とままえ温泉「ふわっと」前広場
◇参加対象 中学生以上の男女
◇チーム編成 １チーム９名以内で競技者７名

（補欠２名）で構成します。
◇申し込み 参加希望チームは、スポーツセン

ターへ申し込んでください。
◇参 加 料 １チーム　1,000円
◇そ の 他 悪天候により実施できない場合は、

３月７日へ延期いたします。

（ラッコクラブ・のびのびサークル
カンガルースクール合同開催）

子どもの小さくなった洋服や、使わなくなった
おもちゃを、これから大きくなる子どもたちに再
利用してらう企画です。
会場に来て、ほしいものを選んでたくさん利用

してください。

◇開催日時 ３月６日(土)
午前10時～12時

◇開催場所 苫前町公民館
◇申し込み 必要ありません。

◇開催日時 ２月１４日(土)午後２時～４時
◇開催場所 古丹別保育所
◇申し込み 公民館・苫前保育園・古丹別保育所

へ申し込んでください。

◇講　　師 北海道大学非常勤講師
市　川　啓　子　　氏

◇参加対象 未就学児の父母　他
◇参 加 料 無　　料

お問い合わせ・ご相談は… 苫前町公民館　　　　　　電話　5－4076苫前町スポーツセンター　電話　5－4515

～ あ な た の 生 涯 学 習 、 応 援 し ま す ～  
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
の
保
険
税
を
長
い
間
滞
納

し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
。

Ａ
　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
以
上

保
険
税
を
滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も

応
じ
ず
、
ま
た
納
税
誓
約
し
た
内
容

を
履
行
し
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、

他
の
加
入
世
帯
と
の
公
平
性
を
考
慮

し
、
そ
の
滞
納
額
に
応
じ
て
、
次
の

よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

し
か
し

―

滞
納
し
た
保
険
税
が
完
納
さ
れ
た
と
き
や

滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
、
ま
た
、

特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
あ

ら
た
め
て
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
保
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る

保
険
税
で
運
営
さ
れ
る
の
が
大
原
則
で

す
が
、
だ
れ
に
で
も
や
む
を
得
な
い
事

情
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
で
す
。

災
害
や
病
気
の
ほ
か
、
失
業
な
ど
で
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
り
、
そ
の
他
特

別
な
事
情
で
保
険
税
が
収
め
ら
れ
な
く

な
る
と
き
は
、
保
険
税
の
納
付
を
一
時

猶
予
し
た
り
、
分
割
納
付
に
す
る
な
ど
、

納
付
方
法
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

事
前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「ファミリーハウスについて」 Ｑ　家族が札幌で入院していますが、病院には
寝泊りできません。かといってホテルでは、
高額で泊まることができません。何かよい方
法はないですか？

Ａ　「ファミリーハウス｣をご存知ですか。

�病院では基準看護のため、家族の方は病院に寝泊りを

認められていません。家族は面会時間が終わったら、

患者を病院に残しホテルなどの寝泊りする場所を探さ

なければなりません。それは、家族にとって精神的・

経済的にも負担が大きいはずです。

「ファミリーハウス」は、これら地方の方からの入

院患者の付き添い家族の負担を少しでも和らげようと、

札幌市内の大家さんの協力を得て安い滞在施設を提供

しています。

�宿泊施設の大家さんは、35人以上120室を超えており、

厚生年金会館やメルパルク札幌などのホテルの協力も

あり、１泊1,000円～2,500円程度で宿泊が可能となっ

ています。 何かご不明な点等ございましたら苫前町在宅介護
支援センター（役場町民課しあわせ係内）まで

�お問合せ先

名称　ボランティア団体　北海道ファミリーハウス

住所　札幌市北区７条西６丁目北苑マンション407

TEL ０１１－７１６－４１６１

FAX ０１１－７１６－４１６２

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
！
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今
月
の
担
当
は
加
藤
保
健
師
で
す
。 

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

身
体
へ
の
影
響
と
し
て
、

①
運
動
能
力
の
低
下

②
身
体
回
復
機
能
低
下

③
疲
労
症
状
の
増
加

な
ど
が
で
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

①
快
適
な
睡
眠
で
い
き
い
き
健
康
生

活
！

定
期
的
な
運
動
で
熟
睡
を
導
き
、

し
っ
か
り
朝
食
を
と
り
、
か
ら
だ
を

目
覚
め
さ
せ
る
。

②
睡
眠
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
時
間
や
パ

タ
ー
ン
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
！

時
間
よ
り

日
中
自
分
が

快
適
に
過
ご

せ
て
い
る
か

が
大
切
。
八

時
間
睡
眠
に

こ
だ
わ
ら
な

い
。
加
齢
と

と
も
に
睡
眠

時
間
は
短
く

「
健
康
日
本
21
」
で
具
体
的
に
改

善
す
べ
き
生
活
習
慣
と
し
て
、
睡
眠

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
調
査
に
よ
る
と
五
人
に
一

人
、
高
齢
者
で
は
三
人
に
一
人
が
睡

眠
不
足
（
障
害
）
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
加
齢
・
運
動

不
足
・
ス
ト
レ
ス
の
影
響
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
不
眠
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
。

②
頻
繁
に
夜
間
に
目
が
覚
め
る
。

③
朝
早
く
目
が
覚
め
す
ぎ
て
し
ま
い
、

再
入
眠
で
き
な
い
。

④
充
分
な
時
間
眠
っ
た
は
ず
な
の
に

熟
睡
し
た
感
じ
が
し
な
い
。

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
状
態
が
続
く
と

脳
機
能
へ
の
影
響
と
し
て
、「
集
中
力

の
低
下
」、「
注
意
力
が
続
か
な
い
」、

「
記
憶
力
の
低
下
」の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
ま
す
。

心
の
健
康
へ
の
影
響
は
、

①
感
情
制
御
が
で
き
ず
ら
い

②
意
欲
の
低
下

③
創
造
性
の
低
下

そ
こ
で
、
快
適
な
睡
眠
の
た
め
、

次
の
七
箇
条
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

な
り
ま
す
。
無
理
に
眠
ろ
う
と
布
団

で
長
時
間
す
ご
す
と
熟
睡
感
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
。

③
快
適
な
睡
眠
は
自
ら
作
り
出
す
！

夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
は
寝
つ
き

が
悪
く
な
り
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た

枕
、
布
団
、
不
快
な
音
や
光
を
防
ぎ
、

快
適
な
寝
室
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
寝
る
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
！

眠
く
な
っ
て
か
ら
布
団
に
入
る
こ

と
。
ぬ
る
め
の
お
湯
に
入
浴
を
。

⑤
目
覚
め
た
ら
ま
ず
光
を
浴
び
る
！

毎
日
同
じ
時
刻
に
起
床
す
る
。
早

起
き
す
る
こ
と
で
、
早
く
眠
れ
る
。

休
日
は
遅
く
ま
で
寝
過
ご
さ
な
い
。

⑥
午
後
の
睡
眠
は
や
り
す
ご
す
！

昼
寝
を
す
る
な
ら
、
午
後
３
時
ま

で
の
二
十
〜
三
十
分
程
度
。
夕
方
以

降
の
昼
寝
は
か
え
っ
て
頭
を
ぼ
ん
や

り
さ
せ
ま
す
。

⑦
睡
眠
障
害
は
専
門
医
に
相
談
を
！

睡
眠
障
害
は
、
か
ら
だ
と
心
の
病

気
の
サ
イ
ン
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
何
か
し
ら
問
題
を
感
じ
た

ら
一
人
で
悩
ま
ず
専
門
医
へ
相
談
し

ま
し
ょ
う
。「
寝
つ
け
な
い
」、「
熟
睡

感
が
得
ら
れ
な
い
」、「
充
分
眠
っ
て

も
日
中
の
眠
気
が
ひ
ど
い
」
と
い
う

よ
う
な
場
合
は
要
注
意
で
す
。
そ
の

他
、「
睡
眠
中
の
激
し
い
い
び
き
」
や

「
脚
の
む
ず
む
ず
感
」、「
歯
ぎ
し
り
」

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

悪質訪問販売にご注意を！
最近、悪質な訪問販売が町内で見られますので特
に高齢者世帯の方はご注意をお願いします。
悪質訪問例
◇「役場から来ました。」と言い、温水洗浄便座など
の販売をし、工事前に内金を請求。
◇若い女性が「トイレを貸してください。」「電話を貸
してください。」などと言いながら家の中へ入り、
しつこく商品販売をする。 などなど

役場では、販売等の行為はしておりませんし、若
い女性がトイレを貸してほしいといっても、通常で
すとコンビニや公共施設等を利用すると思いますの
で、見ず知らずの方を家には入れないようにしまし
ょう。
また、親族等になり代わり電話でお金を請求する

「オレオレ詐欺」もありましたので、ご注意ください。
不審なことがありましたら、まず電話を！
苫前消費者協会（役場企画振興課内）もしくは、
最寄の警察署・駐在所へ連絡してください。

骨
の
も
ろ
く
な
っ
た
状
態
（
骨
粗

鬆
症
）
の
方
は
、
五
十
歳
以
上
の
女

性
で
三
人
に
一
人
と
い
わ
れ
、
骨
の

健
康
を
保
つ
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、

骨
骨
ヘ
ル
シ
ー
教
室
が
、
古
丹
別

（
十
二
月
十
日
）
苫
前
（
一
月
二
十
一
、

二
十
九
日
）
両
地
区
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、「
ビ
デ
オ
学
習
や
運
動
方

法
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
）」
と
「
食
事

で
の
工
夫
方
法
（
料
理
方
法
）」
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
た
。

料
理
教
室
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た

っ
ぷ
り
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
で
、「
う
め

ご
飯
」、「
鶏
肉
の
ピ
タ
カ

風
」、「
か
ぶ
と
ほ
た
て
の

シ
チ
ュ
ー
」
が
調
理
さ
れ

実
食
。
と
て
も
お
い
し
く
、

参
加
者
は
「
是
非
家
庭
で

も
」
と
喜
ん
で
い
た
。

「
レ
シ
ピ
」
の
必
要
な
方
は
、
町

民
課
け
ん
こ
う
係
ま
で

骨
骨
ヘ
ル
シ
ー
教
室 

骨
骨
ヘ
ル
シ
ー
教
室 

こ
つ
こ
つ 

こ
つ
こ
つ 

睡
眠
に
悩
ん
で
い
る
方
、

お
り
ま
せ
ん
か
？
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110番の接続先が3月6日変わります
これまで、加入電話からの１１０番通報をした場合、
最寄の警察署に接続されておりましたが、３月６日から
全て旭川方面本部通信司令室に接続されます。
１１０番通報をする場合は、①市町村名、②字名や番
地名③目標となる建物などについても必ず通報するよう
お願いいたします。

羽幌警察署

平
成
16
年
の
駐
在
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
町
よ
り
辞
令
交
付

を
受
け
た
駐
在
員
の
皆
様
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
力
昼
　
鈴
木
光
雄
▽
上
平
　
伊
勢

文
雄
▽
港
　
泉
幸
一
▽
苫
前
　
工
藤

博
朋
▽
栄
浜
　
石
川
幸
夫
▽
豊
浦

古
谷
カ
ズ
子
▽
興
津
　
伊
藤
昌
栄
▽

昭
和
　
工
藤
正
志
▽
旭
　
糸
川
啓
士

▽
香
川
　
中
村
利
幸
▽
長
島
　
安
藤

輝
美
▽
古
丹
別
　
堀
　
治
▽
九
重

小
川
定
夫
▽
三
渓
　
宮
本
信
雄
▽
岩

見
　
立
松
松
雄
▽
東
川
　
合
田
明
光

▽
小
川
　
小
澤
和
夫

平成16年度 予備自衛官補募集

●自衛官としての経験がなくても予備自衛官
になれる予備自衛官補募集中
●応募資格
一般公募　18歳以上34歳未満の者
技能公募　衛生・語学・整備・情報処理・

通信・電気・建設の国家免許資
格保持・経験者
（細部はお問い合わせください）

●締め切り：平成１６年４月９日（金）
●試験期日：平成１６年４月17日(土)・18日

(日)・19日(月)のいずれか１日
●試験種目：筆記試験、口述試験、適性検査、

身体検査
●問い合わせ先
○苫前町役場　総務課：４－２２１１
○自衛隊旭川地方連絡部留萌募集事務所
０１６４－４２－４６５０

年
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
遺
族
基
礎
年
金
）

遺
族
年
金
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
が
、
死
亡
し
た
と
き
に

そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
又
は
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

人
で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ

る
こ
と

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
あ
る

こ
と

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
た
人
で
あ
る
こ
と

た
だ
し
、
①
又
は
②
に
該
当
す
る

人
が
死
亡
し
た
場
合
で
、
そ
の
人
が

死
亡
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
に
被
保

険
者
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
被

保
険
者
加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間

が
、
合
わ
せ
て
三
分
の
二
以
上
の
期

間
が
必
要
で
す
。（
死
亡
日
が
、
平
成

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
あ
る

と
き
は
、
直
近
の
一
年
間
に
滞
納
が

な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。）

こ
の
遺
族
年
金
の
受
給
対
象
と
な

る
人
は
、
そ
の
人
が
死
亡
し
た
当
時
、

そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
た
次
の
妻
又
は
子
で
す
。

①
死
亡
し
た
夫
の
十
八
歳
ま
で
の
子

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
妻

②
死
亡
し
た
人
の
十
八
歳
ま
で
の
子

し
た
が
っ
て
、
夫
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
妻
と
子
が
、
妻
が
死
亡
し
た
と

き
は
子
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

者
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
婚
姻
し
て
い
る
子
に
つ
い

て
は
、
①
と
②
の
子
と
し
て
扱
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
死
亡
し
た
人
の
死

亡
当
時
胎
児
だ
っ
た
子
が
生
れ
た
と

き
は
、
そ
の
子
は
、
死
亡
し
た
人
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

と
み
な
し
、
妻
は
、
死
亡
当
時
、
そ

の
子
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

妻
に
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
い
が
事
実
婚
姻
関
係
に
あ
る
人
も

含
ま
れ
ま
す
が
、
子
に
つ
い
て
は
、

死
亡
し
た
人
の
実
子
又
は
届
出
の
行

わ
れ
た
養
子
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。支

給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
子
の
あ

る
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合
、
基
本
額

七
九
七，

〇
〇
〇
円
に
一
人
目
と
二

人
目
の
子
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二

二
九，

三
〇
〇
円
が
三
人
目
以
降
に

つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
七
六，

四
〇

〇
円
が
加
算
さ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
に
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
基
本

額
に
、
子
が
二
人
以
上
の
場
合
は
、

二
人
目
の
子
に
二
二
九，

三
〇
〇
円
、

三
人
目
以
降
は
一
人
に
つ
き
七
六，

四
〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
、
子
の
数
で

割
っ
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
残
さ

れ
た
家
族
が
困
ら
な
い
た
め
に
も
、

必
ず
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

Information
お 知 ら せ

苫前町の交通事故情報
平成15年12月末現在

交通事故死ゼロ日数は

12月31日現在で592日

発生件数

１６件

死者数

０人

負傷者数

２４人

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

Information
お 知 ら せ

新
し
い
駐
在
員
が

決
ま
り
ま
し
た
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戸
籍
の
小
箱

桧
森
　
倫
太

り
ん
た

隼
人
／
愛
　
12
月
13
日
古
丹
別

黄
金
　
明
里

あ
か
り

彰
　
／
夕
香
12
月
17
日

旭

谷
村
　
　
友ゆ

う

吉
康
／
由
紀
12
月
20
日

旭

前
川
咲
弥
花

さ

や

か

松
夫
／
朋
子
12
月
18
日
長
　
島

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

長男二女長男二女

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

瀬
川
　
菊
江
（
84
歳
）
12
月
25
日

苫
　
前

石
田
　
好
江
（
86
歳
）
12
月
28
日

九
　
重

安
田
　
　
弘
（
62
歳
）
12
月
31
日

苫
　
前

白
畑
　
ス
ヱ
（
82
歳
）
１
月
３
日

力
　
昼

矢
田
と
し
へ
（
84
歳
）
１
月
12
日

九
　
重

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

小
　
野
　
幸
　
裕
（
古
丹
別
）
本
　
田
　
由
　
記
（
留
萌
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
寄
付

○
札
幌
市
　
田
　
中
　
博
　
幸
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
苫
　
前
　
瀬
　
川
　
正
　
一
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
苫
前
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
瀬
　
川
　
正
　
一
　
様

苫
前
幸
寿
園
へ
寄
付

○
旭
川
市
　
石
　
田
　
民
　
夫
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

四島還れ！祈りを声に！行動に！

２月７日はわが国固有の北方領土が国際
法上からも明らかにされた日であり、平和
と友好のうちに領土問題の解決を望んでい
る返還要求運動の趣旨に、最もよい日とし
て選ばれました。

歯舞群島、色丹島、国後島、択捉
島の四島は、日本固有の領土です。

申告書は自分で
書いてお早めに

平成１５年分の所得税(住民税及び個
人事業税）の確定申告の受付が２月１
６日（月）から始まります。確定申告
書は「確定申告の手引き」を参考に作
成してください。申告書にご記入いた
だいた文字や数字は、コンピューター
が直接読み取りますので、丁寧にご記
入いただくようお願いします。
また、国税庁ホームページ

【http://www.nta.go.jp】の「所得税の
確定申告書コーナー」でも作成するこ
とができます。
作成した確定申告書は、窓口か送付
でお早めに提出してください。
詳しくは、留萌税務署（0164-42-
0663）若しくは役場財政課税務係（4-
2211）までお問い合わせください。

屋根から落ちる雪や氷による
危険防止などのお願い

毎年、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者などがけがを
したり、死亡したりすることがしばしば起こっています。中には、建物
管理者も損害賠償責任を問われた例もあります。
冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意す
るようお願いします。
◆雪下ろしを早めに
屋根の雪・氷・つららは、特にマイナス３度からプラス３度位にな
った時が、一番落ちやすい状態となります。早めに雪や氷、つららを
屋根から下ろすようにし、下ろす時は歩行者や遊んでいる子どもなど
に十分に注意をしてください。
◆雪が落ちたら直ちに処理を
屋根から雪が落ちたときは、事故が
ないか確認し、歩行者の支障にならな
いようすみやかに処理してください。
◆道路に雪を出さない
家屋敷地内の雪を道路に出しますと、
歩行者や車の通行に支障となりますの
で、道路外に搬出してください。
◆歩行者へのお願い
家屋の軒下の通行はできるだけ避け、通行するときは十分注意して
ください。また、小さなお子さんは特に歩道で遊ばせないようにして
ください。
◆危険、迷惑いっぱいの路上駐車はやめましょう

道路を狭くし、交通の流れを乱します。
追突や交差点での事故のきっかけをつくります。
緊急車両の活動を妨げます。
歩行者事故、車両単独事故の原因になります。
除雪作業などの障害になります。

留萌開発建設部・留萌土木現業所・羽幌警察署・苫前町

消
費
税
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◇
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準
期

間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限
が

一
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〜
三
千
万
円
以
下
を
一
千
万
円
以
下

◇
簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税

売
上
高
の
上
限
が
五
千
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〜
２
億
円
以
下
を
五
千
万
円
以
下

◇
総
額
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。（
注
）
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

〜
例
１
０
０
円
（
税
別
）
の
表
示
が

１
０
５
円

１
０
５
円
（
税
込
み
）

１
０
５
円
（
消
費
税
５
円
）

１
０
５
円
（
税
抜
１
０
０
円
）

こ
の
改
正
は
、
平

成
十
六
年
四
月
一
日

以
後
開
始
す
る
課
税

期
間
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
で
の
、
個
人
事

業
者
は
平
成
十
七
年

か
ら
、
事
業
年
度
が

一
年
で
あ
る
法
人
に

つ
い
て
は
、
平
成
十

七
年
三
月
末
決
算
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

屋根から落ちる雪や氷による
危険防止などのお願い

札幌国税局ホームページからも概要
についてご覧になれます。
http://www.sapporo.nta.go.jp./1/kais
eisyouhizei/index.htm
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▽
み
な
さ
ん
今
年
の
お
正
月
は
、
い

か
が
で
し
た
か
。
▽
苫
前
町
で
は
年

末
年
始
に
か
け
て
、
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
２
回
あ
り
ま
し
た
。
▽

「
Ｄ
ｒ
コ
ト
ー
診
療
所
」（
フ
ジ
テ
レ

ビ
）
を
見
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
も
う
一
つ
が
日
曜
劇
場

「
砂
の
器
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
で
す
。
▽
主

役
の
中
居
正
広
さ
ん
が
、
幼
少
時
代

に
父
親
と
の
全
国
を
放
浪
す
る
シ
ー

ン
が
苫
前
町
で
撮
影
さ
れ
た
が
、
い

つ
そ
の
シ
ー
ン
が
放
映
に
な
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
▽
そ
の
ロ
ケ
を
受

け
入
れ
し
た
担
当
者
は
、
除
雪
や
宿

泊
、
食
事
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
、

お
正
月
も
返
上
。
▽
そ
れ
に
も
め
げ

ず
今
度
は
二
月
十
三
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
ほ
く
ほ
く
テ
レ
ビ
」
に
苫
前
町
の
皆

さ
ん
が
出
演
す
る
た
め
、
現
在
も
奮

闘
中
。
▽
羆
獅
子
保
存
会
や
郷
土
料

理
を
作
る
主
婦
の
皆
さ
ん
、
凧
あ
げ

大
会
関
係
者
が
出
演
予
定
。
是
非
、

見
て
下
さ
い
ね
！

編
集
雑
記
帳

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育
所

（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の
園
児

や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
号
の
予
定
は
古
丹
別
小
学
校

の
児
童
の
み
な
さ
ん
で
す
。

苫前中学校の生徒の作品

『伸びる芽』

全体的にうま
く書けました。
漢字とひらが
なのバランス
も良くできま
した。

１年

瀬川久美子さん

『フリースパーカー』

何回も失敗し
ましたが、何
度もやり直し、
納得いく作品
になりました。

２年

印部　北斗くん

『まなざし』

「ざ」がうまく
いかなかった
けど、「まな」
が良い形に書
けて良かった
です。

１年

横内　友希くん

『フリースパーカー』

肩の部分を縫
うのが大変で
したが、時間
内に終わるこ
とができて良
かったです。

２年

川村　彩香さん

『自画像』

色塗りでは、光
の当て方、影を
つける所が難し
かったです。自
分的には良くで
きました。

３年

奥村　啓之くん

『自画像』

体が傾きすぎ
たけど、髪の
毛の影とバッ
クのぼかした
所がうまくい
きました。

３年

宮野　菜緒さん

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～12月分）
５０，２０７，０８２円

平成15年12月分の実績
・供給電力量
７８９，６８０ｋＷｈ
９，９０８，５０９円

（設備利用率４１．５４％）

『つみきの空』

光の当たり方を考
えて色を塗りまし
た。背景の色塗り
を工夫しました。

３年

佐藤沙也加さん

『１つの点に向かう
かたちたち』

色塗りがとても難
しくて大変でした
が、とてもよい作
品を作れてよかっ
たと思います。

３年

白府　慶士くん


